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9:58　開会

出席委員8名、欠席委員0名、委員外0名、会期1日

開会挨拶

議事1　議員定数に関する事項について

・前回使用した資料に、協議結果や新たなデータを踏まえて加筆修正したの

で、変更箇所を説明する。

　1ページ、2ページについては、前回の協議結果を基にメリット・デメリット

を記載した。

　4ページは先日令和6年の実態調査結果が公表されたので、各データを置き替

えており、また、最下段に類似予算規模町村における比較表を追加している。

　5ページ上段の人口比例による算定では、実態調査データの更新による再計

算を行っているが、計算結果は変わりない。

　また、下段に類似町村比較のまとめを追加している。

委員 ・16名の場合のデメリットで、定数減を視野に調査をすることとして設置した

当特別委員会の設置目的に添わないとあるが、定数減を視野に調査を行うのは

そのとおりであるが、定数減を前提にしているわけではないことから、適切な

表現ではない。

　正確な表現にする必要があるのではないか。

委員 ・議会活性化計画を見たところ、正確には「定数減を」ではなく「定数減も」

となっている。

・当然定数減ありきで調査してきたわけではないので、誤解が生じないよう、

「を」から「も」に表記を変更するということでよろしいか。

委員 ・そのようにしてほしい。

委員 ・そもそもだが、委員会の設置目的に添わないことはデメリットになるか。

　このことが16名を選ばなかった理由にならないのではないか。

　もっと補強が必要ではないか。

・設置目的の根本的な部分としては、現実的に人口が減ってきており、今後さ

らに減るだろうと予測される中で、現在の議員定数が適正なのかということが

発端かと思う。

　当然議員の数が多いことに越したことはないが、減らせる可能性はないのか

といった議論をする場合、やはり人口減少を起点に論じるしかないと考える。

　よって、人口減に見合った定数としつつ、議会活動を一定ライン以上確保で

きる定数を考えた場合に最も妥当な人数とする必要があるのではないか。

委員 ・これまでも議論してきたように、人口が最も大きな要因で、それに併せ、町
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の広さや予算規模などから適切な人数を割り出すことが必要と考える。

委員 ・今はそれぞれの定数について、メリット・デメリットを正確に表記しようと

いうことなので、要するに、人口減が進んでいく中で現状維持が妥当なのかと

いった議論があるといった内容にすればいいのではないか。

・そういったニュアンスで修正することとしたい。

副委員長 ・予算額の比較表も作ってもらったが、見てわかるとおり予算額が同規模でも

全く定数が違っているので、予算額にとらわれすぎてはいけない。

委員 ・予算規模を根拠として使う場合、近年、ふるさと納税額が大きいことから、

予算額が膨らんでいることも考慮しなければならない。返礼品等の支出が相当

額あることからそれらを省いて考える必要がある。

　他の町村のふるさと納税額が分かり得ないのであれば、単純に予算額で比較

はしないほうがいいかと思う。使うとしても参考程度にしたほうがいい。

・その他意見等あるか。

・なし。

議事2　議員報酬に関わる事項について

・今後、議員報酬を議論するに当たり、参考となる資料があるので情報共有す

る。

　まずは、昨年の北海道町村議会議長会総会において議決された、町村議会の

議員報酬の適正化に取り組む意思表明で、主として、類似団体や近隣町村との

比較のみにとらわれず、原価方式などにより、独自に導き出した結論を十分尊

重してほしいといった内容になっている。

　また、全国町村議会議長会では、町村議会議員報酬を市議会議員報酬に近づ

けていく取組について決議されている。

　本資料については、対外説明、特に報酬審議会に対する算定基礎の裏付け資

料として活用できると考える。

　次に、令和6年度の議員報酬に関するアンケート調査の結果だが、議員定数

や報酬の改定に取り組んでいる団体の活動内容や傾向の結果が数値として示さ

れており、最終ページに報酬に関する自由意見が記載されているが、生活給と

して取り扱うべきという意見も複数出されている。

　こういった部分も参考としながら、今後報酬額を検討できればと思ってい

る。

・説明があったとおり、別海町の議員報酬は安くはないものの、そもそも町村

議会議員の報酬は生活できる水準にないという実態がある。

　そのことを踏まえて考える必要があると思うが、各委員の意見を求める。

委員 ・例えば、会議を1日5時間行ったとして、その日の残りの時間に個人の仕事を

入れられるかといえば、基本的には難しい。対応できる職種が限られる。

　現状では、自営業で自分で時間調整ができる仕事を持った人か無職の人しか

議員をできないということになり、なりにくさの原因となっている。

　また、生活できる水準になることは望ましいが、それでも議員の任期は4年

間で、必ず続けられるわけではないことから、その4年間のために今の職を捨

てられるかといえばそれも難しい。

　そういったことから、現在の職も維持できつつ、それなりの報酬とする中間

的な案が必要なのではないかと感じているところ。

委員 ・それなりの報酬を貰うことによって、今の活動以上の活動を行わなければな
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らないというプレッシャーになることも考えられ、報酬額の多さが新たななり

手に対し重荷になる側面もあると思う。

委員 ・本人の納得感と町民の納得感、双方のバランスをとる必要があると思うが、

新原価方式による算定方法は、客観的に数字を出せるのでその点では有効かと

思う。

　最終的には町民に納得してもらえる根拠を示して決定する必要があり、その

根拠をどう示すかが重要。

・昔は議員は地域のためのボランティアという認識があった。今はそういった

時代ではないので、報酬額が低いことで議員になることをあきらめるような状

況にはしたくないと思うが、急に生活給とできる額まで上げることも難しい。

委員 ・年金を受給しながら議員をしている世代と、現役で仕事を持ちながら、家庭

を維持しつつ議員活動を行っている世代とでは状況が違う。

　どこに平均値を設定するかは非常に難しいが、今の時代背景も考慮しながら

妥当な線を探っていく必要がある。

　また、報酬の決定に当たっては、報酬等審議会に諮って決めることになるか

と思うが、その審議会の委員に議会のことを理解している方が入ることは重要

だと思う。

委員 ・なり手不足対策と報酬額を同時に考えると非常に難しい。

　例えば、報酬を50万円にしたとしても直接なり手不足の解消につながるのか

は分からない。

　なので、報酬は報酬として、私たちの活動を基に、町民が理解できる根拠を

示して額を決めるのがいいのではないか。

委員 ・我々世代は、例えば酪農家では、後継者がある程度育って仕事や家庭を任せ

られる環境にある人が議員に立候補していた。

　地区から選出される議員という立場であれば、現役世代には声をかけづらい

ので、元の仕事や生活の補填・補償となり得る程度の額は必要なのではないか

と思う。

委員 ・原価方式は町民に納得してもらえる根拠とはなりえるが、最も適切な方法と

いうことでもない。

　委員の中で、現状維持がいいのか、上げるのがいいのが、下げるのがいいの

か、大まかな考えを聞きながら方向を定めてから、額はどのくらいが妥当かを

決めていく方法がいいのではないか。

委員 ・今の議員活動調べの結果から行くとマイナスになりそうではないか。

・半年分の調査結果集計時では、概算ではあるが、若干の増額が見込まれた。

委員 ・今は委員会構成も変わり、活動時間は増えていくことが見込まれる。その部

分も加味する必要がある。

　先ほど今西委員が話していたが、報酬額が高いということは、なり手不足の

解消には直接つながらないかもしれないが、議員になった後の活動のしやすさ

にはつながると思う。

　原価方式は、今いる議員の活動量がベースなので、それ以上の活動をしたい

といった場合は、その額は妥当ではないということになる。

委員 ・期待値の上乗せといった考えも必要ではないか。

委員 ・議会の内情をよく分かっている人には、報酬額を大きく増やすことは有効だ

と思うが、分かっていない人にはプレッシャーになると思う。だからこそ広

2番 吉田

委員長 12番 松

13番 中村

3番 髙橋

11番 今西

9番 小椋

1番 市川

事務局 主幹 木幡

9番 小椋

2番 吉田

1番 市川



令和7年第15回議員定数等調査特別委員会　要点記録

報・広聴活動に力を入れる必要がある。

・議員のなり手不足に関する調査報告書の中で、中村委員からも指摘があった

とおり、働き世代や子育て世代に対する方策が具体的に示せていないことが気

になっている。

　議会を活性化させようと考えると活動量が増え、そうなると働き世代や子育

て世代はどんどん参加しにくくなるので、例えば報酬の算定方法として妥当か

どうかは分からないが、先ほど今西委員が言っていた、仕事や子育ての担保と

しての額の上乗せという考え方もあるのではないかと思ったところ。

委員 ・金銭的理由で諦める事例も聞いている。

委員 ・やはり若い世代には報酬が低いことから、議員の後継者として声をかけられ

ないのは事実。

委員 ・議会内部においても、例えば、子供の行事などで会議を休むことは、規定が

あるとしても休む側にとっては重く感じてしまうので、そういった制度がある

といったことだけではなく、休みやすい雰囲気づくりも必要ではないか。

委員 ・なり手対策として、報酬アップも一つの手段と考えられるが、内部の休みや

すい環境づくりも一つの手段で、例えば、オンラインで会議に参加できる方法

の整備なども進めていく必要がある。

10:50　休憩

11:04　再開

委員 ・報酬額のみに関して考えた場合、政務活動費と関連づけて考えなければ何と

も言えない。

　政務活動費を導入するのであれば、報酬は現状維持でもいいと考える。

　先に政務活動費に関する考えをまとめたほうが個人的には判断しやすい。

・この機会に政務活動費に関する意見があれば伺う。

委員 ・政務活動費はあったほうがいいし、報酬も上げたほうがいい。

委員 ・政務活動費はあったほうがいい。議会で決定する旅費は使途が決まっており

都度予算要求する必要があるため、タイミングを逃すことがある。

　その点、政務活動費があればスピーディーに動ける。

　使いたい議員が使えるようになればいい。使わない議員がいても無駄遣いに

はならないので、個人で判断できていいと思う。

　報酬と政務活動費は別なので、報酬は報酬で上げる必要があると考える。

委員 ・政務活動費があれば活用するだろうとは考える。現地で学べることは多いと

思う。

　報酬については、議員活動が増えてきていることを体感しているので、今後

さらに増えることも考えられるし、別海町全体としての課題もどんどん出てく

ると考えたときには増額することが妥当かと考える。

委員 ・政務活動費は、意欲のある人が活用できるのでいい。無駄遣いにもならない

のであるに越したことはない。

　報酬については、生活の補填といった話もあったが、そういう意味でも増額

することがなり手不足のメリットになると考える。

副委員長 ・政務活動費は、あれば確かに便利だが、現在行っている議員活動調べでも経

費を計上している人は多くないとのことであり、実際に使う人がどれだけいる

のか。　

　とは言え、議員活動にお金がかかることも確か。それを少ない報酬から払う
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のは無理がかかるので、その点をカバーできる。

　報酬は原価方式に期待値込みで上げる必要があると考える。

　また、報酬は議会だけでは決められず、審議会に諮る必要があるので、いか

に納得させる根拠を示せるか。根拠を見える化する必要がある。

議事3　その他

(1)行政視察に係る事前質疑の整理について

・北海道町村議会議長会については、講演形式になるので、講演を聞いた後に

随時質問となる。

　よって、白老町に対する事前質疑のみを取りまとめる。

　議題は、「議会改革の取組における報酬の算定方法に関する考え方につい

て」「議会改革の取組における議員定数の増減に関する考え方について」「な

り手不足対策としての広報・広聴活動について」の3点。

委員 ・議題とずれるかもしれないが、会派ができたきっかけと、政務活動費に関す

る考え方を聞きたい。

委員 ・通年議会について、導入前後で議員の活動量にどう変化があったか。

　また、議員報酬が町長の報酬に対して安いと思うが、そうなっている理由を

聞きたい。

・その他、思いついたことがあればラインワークスで報告してほしい。

　期限は今月中とする。

　ほかに何かあるか。

・なし。

・次回開催日は7月4日10時としたい。

・異議なし。

閉会挨拶

11:45　閉会
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